

























































































































































































































































































































































































授業が終わった 2017 年 10 月にアンケート集計を




































































































































































































変動因 平方和 自由度 平均平方 F 有意確率
選好 220.058 2 110.029 0.453 0.640
誤差 7779.542 32 243.111
全体 7999.600 34
下限 上限
パワーポイント 8 76.38 16.457 5.818 62.62 90.13 52 100
書画カメラ 15 78.87 16.647 4.298 69.65 88.09 52 100
どちらもいい 12 83.25 13.397 3.867 74.74 91.76 58 98







変動因 平方和 自由度 平均平方 F 有意確率
選好 249.742 2 124.871 0.516 0.602
誤差 7749.858 32 242.183
全体 7999.600 34
下限 上限
パワーポイント 8 80.88 17.740 6.272 66.04 95.71 52 100
書画カメラ 24 78.50 14.661 2.993 72.31 84.69 52 96
どちらもいい 3 87.33 17.786 10.269 43.15 131.52 67 100
合計 35 79.80 15.339 2.593 74.53 85.07 52 100
精算表：記述統計量


















































































化推進事例─ ICT 活用教育アドバイザー派遣 
─』pp.61-89 
（3）町田市立大蔵小学校第 4 回研究授業、平成 28
年 10 月 26 日 13：30～14：15 実施、指導者：










13、在宅医療 14、投薬 20（内服薬 21、屯服薬 22、
外用薬 23）、注射 30（皮下筋注 31、静注 32、そ
の他 33）、処置 40、手術・麻酔 50、検査・病理
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